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六
月
六
日
に
「
茨
城
県
議
会
名
誉

議
員
」（
議
員
在
職
五
十
年
以
上
の
特

別
表
彰
を
受
け
た
議
員
が
引
退
し
た

と
き
に
贈
ら
れ
る
）
の
称
号
が
、
今

年
一
月
に
議
員
を
引
退
し
た
山
口
武

平
氏
と
関
宗
長
氏
（
欠
席
）
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

県
議
会
名
誉
議
員
称
号
の
授
与

　

東
日
本
大
震
災
は
、
本
県
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
県
内
産
業
や
生
活

基
盤
の
発
展
に
も
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
県
で
は
、
企
業

立
地
や
製
造
品
出
荷
額
等
が
順
調
に
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
県
内
経

済
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
本
県
の
優
位
性
を
活
か
し
て
一
層
活
力
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
委
員
会
は
、
本
年
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、
元
気
な

い
ば
ら
き
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
、
震
災
後
に
開
催
さ
れ

た
第
二
回
定
例
会
に
お
い
て
、
調
査
事
項
に
東
日
本
大
震
災
復
興
関
連
事
項
を

加
え
、
東
日
本
大
震
災
復
興
・
元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
に

名
称
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

六
月
十
七
日
の
第
一
回
委
員
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響
や
大
震

災
か
ら
の
復
興
と
さ
ら
な
る
発
展
方
策
等
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
る
と
の
調
査

方
針
と
、
平
成
二
十
四
年
第
三
回
定
例
会
ま
で
に
最
終
報
告
を
ま
と
め
る
と
す

る
活
動
計
画
な
ど
、
委
員
会
運
営
の
基
本
的
な
事
項
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
道
路
や
港
湾
、
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
等
の
被
害
・
復
旧
状

況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
調
査
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り

の
た
め
、
精
力
的
に
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

　

委
員
構
成
は
、
十
六
名
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

東
日
本
大
震
災
復
興
・
元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
活
発
に
議
論

委
員
長　

磯
崎
久
喜
雄

副
委
員
長　

田
所　

嘉
徳

委　
　

員　

加
藤　

明
良

　

  

〃　
　

 

石
川　

多
聞

　

  

〃　
　

 

森
田　

悦
男

　

  

〃　
　

 

桜
井　

富
夫

委　
　

員　

石
井　

邦
一

　

  

〃　
　

 

常
井　

洋
治

　

  

〃　
　

 

鶴
岡　

正
彦

　

  

〃　
　

 

飯
岡　

英
之

　

  

〃　
　

 

鈴
木　

定
幸

　

  

〃　
　

 

石
田　
　

進

委　
　

員　

鈴
木　

亮
寛

　

  

〃　
　

 

青
山　

大
人

　

  

〃　
　

 

飯
田　

智
男

　

  

〃　
　

 

田
村
け
い
子

○
情
報
委
員
会
委
員
長
が
、
六
月
六
日
に
磯
崎
久
喜
雄
議
員
か
ら

　

飯
岡
英
之
議
員
に
交
代
し
ま
し
た
。

議
会
人
事

お知らせ

月日 曜 議 事 予 定

9. 12 月 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

13 火 議案調査

14 水 議案調査

15 木 議会運営委員会、本会議（代表質問・質疑）

16 金 議会運営委員会、本会議（代表質問・質疑）

17 土

18 日

19 月 （敬老の日）

20 火 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）

21 水 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）

22 木 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）

23 金 （秋分の日）

24 土

25 日

26 月 常任委員会

27 火 常任委員会

28 水
議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委員長報告、
予算関係議案予算特別委員会再付託）

29 木 決算特別委員会

30 金 予算特別委員会

10. 1 土

2 日

3 月 東日本大震災復興・元気ないばらきづくり
調査特別委員会

4 火 議会運営委員会
本会議（委員長報告，採決，閉会）

　次回の、平成２３年第３回定例県議会は、９月
１２日から１０月４日までの２３日間の会期日程
で開催される予定です。 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
の
支
援
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
が

文
化
的
か
つ
健
康
的
な
生
活
が
保
障
さ
れ
る
と
と

も
に
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
経
営
安
定
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
十
分
な
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
措
置
費
に
よ
る
運
営

が
な
さ
れ
て
お
り
、
施
設
の
改
修
や
建
て
替
え

等
に
お
け
る
借
入
金
の
償
還
に
つ
い
て
は
、
措

置
費
の
う
ち
民
間
施
設
給
与
等
改
善
費
と
し

て
加
算
さ
れ
た
額
を
限
度
と
す
る
な
ど
制
度

上
の
規
制
が
あ
り
、
そ
の
財
源
の
捻
出
に
運
営

上
大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

な
お
一
層
の
規
制
の
緩
和
を
講
じ
る
こ
と
。

２　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
措
置
（
運
営
）
費
に
は
、

減
価
償
却
費
が
積
算
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

入
所
者
か
ら
居
住
費
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
施
設
に
お
い
て
改
築

等
に
係
る
十
分
な
資
金
を
確
保
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
あ
る
た
め
、
独
立
行
政
法
人
福

祉
医
療
機
構
か
ら
の
借
入
に
つ
い
て
、
次
の
事

項
の
改
善
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　

⑴　

現
在
80
％
を
限
度
と
さ
れ
て
い
る
融
資
率

を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

　

⑵　

現
在
20
年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
償
還
期
間

を
延
長
す
る
こ
と
。

　

⑶　

貸
付
利
息
に
対
す
る
優
遇
措
置
の
た
め
、

老
朽
民
間
社
会
福
祉
施
設
整
備
事
業
等
一
部

整
備
事
業
に
あ
る
無
利
子
貸
付
制
度
の
適
用

を
認
め
る
こ
と
。

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
の
根
絶
に
向
け
た
対
策
の
徹
底

等
を
求
め
る
意
見
書

　

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
公
共

工
事
に
よ
っ
て
発
症
す
る
職
業
病
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
早
急
に
解
決
を
図
る
べ
き
重
要
な
問
題
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
発
注
者
及
び
施
行

者
に
対
し
適
切
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
ト
ン

ネ
ル
じ
ん
肺
防
止
及
び
被
害
者
救
済
の
た
め
、
下

記
の
対
策
を
早
急
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

１　

国
は
、
平
成
十
九
年
六
月
に
調
印
し
た
「
ト

ン
ネ
ル
じ
ん
肺
防
止
対
策
に
関
す
る
合
意
書
」

に
基
づ
き
、
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
の
た
め
に

も
「
ず
い
道
等
建
設
工
事
に
お
け
る
粉
じ
ん
対

策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
周
知
徹
底
を

図
る
こ
と
。

２　

じ
ん
肺
に
り
患
し
た
ト
ン
ネ
ル
労
働
者
に
対

す
る
補
償
基
金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
補
正
予
算
の
早
期
編

成
を
求
め
る
意
見
書

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
本
格
的
な
復
興
は
、
大

規
模
な
補
正
予
算
を
編
成
し
、
執
行
し
て
い
く
こ

と
が
、
被
災
者
に
安
心
を
与
え
、
自
治
体
が
躊
躇

な
く
的
確
な
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

政
府
及
び
国
会
に
お
い
て
は
、
今
般
の
未
曾
有

の
大
災
害
か
ら
一
刻
も
早
い
復
興
を
実
現
す
る
た

め
、
今
国
会
で
の
第
二
次
補
正
予
算
の
早
期
成
立

を
強
く
要
望
す
る
。

当
面
の
電
力
需
給
対
策
に
関
す
る
意
見
書

　

夏
場
の
電
力
不
足
を
前
に
予
算
措
置
を
含
め
た

電
力
需
給
対
策
を
早
急
に
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
り
、

政
府
及
び
国
会
に
お
い
て
は
、
下
記
項
目
に
つ
い

て
速
や
か
に
実
現
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　

自
家
発
電
設
備
、
太
陽
光
発
電
、
蓄
電
池
、

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入
補
助
を
大
幅

に
拡
充
す
る
こ
と
。

２　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
の
導
入
補
助
や
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
復
活
等
、
国
民
に
対
し
て
節
電
の

メ
リ
ッ
ト
が
実
感
で
き
る
施
策
を
早
急
に
実

施
す
る
こ
と
。

３　

稼
働
中
の
原
子
力
発
電
所
の
災
害
対
策
に
つ

い
て
、
政
府
と
し
て
早
急
に
指
針
を
示
し
、
安

全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

４　

電
力
需
給
の
ひ
っ
迫
が
長
期
化
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
、
法
制
度
の
見
直
し
や
運
用
改
善
に

つ
い
て
早
急
に
検
討
し
、
必
要
な
事
項
を
実
施

す
る
こ
と
。　

文
化
財
の
災
害
復
旧
費
用
の
助
成
を
求
め
る
意
見

書
　

東
日
本
大
震
災
は
、
文
化
財
に
も
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
し
た
が
、
被
災
し
た
文
化
財
を
早
急
に
復

旧
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
被
災
し
た
国
登
録
文
化
財
及

び
県
・
市
町
村
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
、
国
指
定

文
化
財
や
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
の

伝
統
的
建
造
物
の
復
旧
費
用
と
同
等
の
助
成
を
す

る
と
と
も
に
、
復
旧
工
事
に
必
要
な
資
材
の
調
達

や
、
職
人
の
手
配
に
つ
い
て
も
支
援
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

農
林
水
産
業
施
設
の
災
害
復
旧
に
対
す
る
意
見
書

　

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
補
助

の
暫
定
措
置
に
関
す
る
法
律
を
は
じ
め
と
す
る
現

行
制
度
に
基
づ
く
復
旧
対
策
で
は
、
震
災
前
の
状

態
に
復
旧
す
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
復
旧
に
も
な

お
多
く
の
時
間
を
費
や
す
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、

単
な
る
現
状
復
旧
で
は
な
く
、
日
本
の
農
林
水
産

業
基
盤
の
モ
デ
ル
と
な
る
構
造
改
革
や
技
術
革
新

を
進
め
、
農
林
水
産
業
の
復
興
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

本
県
農
林
水
産
業
の
中
長
期
的
な
あ
り
方
を
見

据
え
た
必
要
な
財
政
措
置
や
法
律
の
改
正
な
ど
、

現
行
制
度
の
枠
を
超
え
た
、
農
林
水
産
業
の
さ
ら

な
る
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
と
保
護
者
の
不
安
解
消
に

関
す
る
意
見
書

　

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
と
保
護
者
の
不
安
解
消

を
は
か
る
た
め
以
下
の
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
要

望
す
る
。

１　

学
校
校
庭
な
ど
児
童
生
徒
の
安
全
対
策
を
県

の
枠
で
講
じ
る
の
で
は
な
く
被
害
内
容
を
も

勘
案
し
た
も
の
と
し
全
国
に
適
用
す
る
こ
と
。

２　

比
較
し
や
す
く
理
解
し
や
す
い
情
報
を
提
示

す
る
こ
と
。

３　

学
校
給
食
、
プ
ー
ル
の
安
全
基
準
を
早
急
に

示
す
こ
と
。

４　

本
県
内
の
学
校
に
お
い
て
、
毎
時
１
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
放
射
線
量
を
測
定

し
、
表
土
を
除
去
等
す
る
場
合
、
福
島
県
と
同

様
、
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

意

見

書
（
要
旨
）名誉議員の称号を受ける山口武平氏（左）


